
日程１ 報告第24号
臨時代理事項の報告について
（１）枚方市学校いじめ重大事態調査委員会委員の解嘱について

日程２ 議案第3号 第39期枚方市社会教育委員の解嘱及び委嘱について

日程３ 議案第4号 枚方市学校事故等調査委員会委員の委嘱について

日程４ 議案第5号 枚方市立留守家庭児童会室条例施行規則の一部改正について

日程５ 請願第1号 「枚方市「ICT教育」にかかわる請願書」について

日程６ 報告第25号
委任を受けて執行した事項の報告について
（１）生徒指導について①

案 件 名

令和８年（2026年）第６回 枚方市教育委員会

定　　例　　会　　　議　　案　　書
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日程７ 報告第26号
委任を受けて執行した事項の報告について
（１）生徒指導について②

○開催日時  令和８年(2026年)６月30日　午前10:00から
○開催場所　輝きプラザきらら３階　教育委員会室

- 2 -



- 3 -



- 4 -



 

報告第24号 

 

臨時代理事項の報告について 

 

標題の件について、次のとおり臨時代理処分をしたので教育長に委任する事務等に関

する規則（平成３年枚方市教育委員会規則第２号）第３条第３項の規定により教育委員

会に報告し、承認を求める。 

 

令和８年（2026年）６月30日 

 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之 
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１．臨時代理の理由 

特に緊急を要するため 

 

２．臨時代理事項 

臨時代理第６号 枚方市学校いじめ重大事態調査委員会委員の解嘱について 
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臨時代理第６号 

 

枚方市学校いじめ重大事態調査委員会委員の解嘱について 

 

標題の件について、教育長に委任する事務等に関する規則（平成３年枚方市教育委員

会規則第２号）第３条第２項の規定により臨時代理する。 

 

令和８年（2026年）６月３日  

 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之 
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１．臨時代理の内容 

  （１）委員の解嘱 

      解嘱委員    岡崎 倫子（所属：大阪弁護士会） 

      解嘱日     令和８年（2026年）６月３日 

      解嘱理由    辞任の申し出があったため 
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議案第３号 

 

第 39期枚方市社会教育委員の解嘱及び委嘱について 

 

 標題の件について、教育長に委任する事務等に関する規則（平成３年枚方市教育委員会

規則第２号）第２条第１項第９号の規定により次のとおり教育委員会の議決を求める。 

 

令和８年（2026年）６月30日 

 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之  
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１．内容 

（１）委員の解嘱 

      解嘱委員    牧村 剛 委員（所属：枚方市ＰＴＡ協議会） 

      解嘱日     令和８年（2026年）６月30日 

解嘱理由    辞任の申し出があったため 

 

（２）委員の委嘱 

      委嘱委員    榛葉 智世 氏（所属：枚方市ＰＴＡ協議会） 

      委嘱期間    令和８年（2026年）７月１日から 

令和９年（2027年）７月31日まで 

委嘱理由     枚方市ＰＴＡ協議会から新たに推薦があったため 

 

２．参考資料 

次ページのとおり 
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摘  要

1 1期目

2 4期目

3 1期目

4 3期目

5 3期目

6 5期目

7 5期目

8 3期目

9 2期目

10 1期目

11 1期目

12 4期目

米田　健人
（よねだ　けんと）

一般社団法人枚方青年会議所
社会教育

（社会教育の関係者）

原田　隆史
（はらだ　たかし）

八洲学園大学
社会教育

（学識経験を有する者）

※50音順に表記しています。

弓手　惠
（ゆんで　さとし）

公益財団法人枚方市スポーツ協会
社会教育

（社会教育の関係者）

若田　透
（わかた　とおる）

枚方市立中学校長会
学校教育

（学校教育の関係者）

学校教育
（学校教育の関係者）

栗山　直子
（くりやま　なおこ）

追手門学院大学
家庭教育

（学識経験を有する者）

森　美由紀
　（もり　みゆき）

梅花女子大学
社会教育

（学識経験を有する者）

枚方市ＰＴＡ協議会
家庭教育

（家庭教育の向上に資する活動を行う者）
榛葉　智世

（しんば　ともよ）

※社会教育委員設置条例第3条第2項により、委員のうち、榛葉智世委員の任期は、令和８年（2026年）7月１日から
令和９年（2027年）７月31日まで（前任者の残任期間）となります。

橋本　有理子
（はしもと　ゆりこ）

京都女子大学
社会教育

（学識経験を有する者）

花﨑　有紀子
（はなさき　ゆきこ）

ほっとホット絵本

森　常人
（もり　ときひと）

関西外国語大学
社会教育

（学識経験を有する者）

社会教育
（社会教育の関係者）

第39期　枚方市社会教育委員名簿

※任期：令和７年（2025年）８月１日～令和９年（2027年）７月31日

氏  名 所  属 分　野

横山　亜津子
（よこやま　あつこ）

枚方市民生委員児童委員協議会
家庭教育

（家庭教育の向上に資する活動を行う者）

虎杖　利和
（いたどり　としかず）

枚方市小学校長会

（参考資料） 
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議案第４号 

枚方市学校事故等調査委員会委員の委嘱について 

標題の件について、教育長に委任する事務等に関する規則（平成３年枚方市教育委員会 

規則第２号）第２条第１項第９号の規定により次のとおり教育委員会の議決を求める。 

令和８年（2026年）６月30日 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之 
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１．内容  

（１）委員の委嘱 

委嘱期間 令和８年（2026年）８月１日から 

令和 10年（2028年）７月 31日まで     

委嘱理由 第１期枚方市学校事故等調査委員会委員の委嘱期間 

（令和６年（2024年）８月１日から 

令和８年（2026年）７月 31日まで）満了のため 

委嘱委員 以下のとおり 

分野 選出区分 氏 名 推薦団体・所属 新規・継続 

医学 学識経験を有する者 西田 直樹 枚方市医師会 継続 

教育学 
教育に関する 

専門的知識を有する者 
小林 博隆 大阪体育大学 継続 

法律 学識経験を有する者 宝本 美穂 大阪弁護士会 継続 
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議案第５号 

 

枚方市立留守家庭児童会室条例施行規則の一部改正について 

 

標題の件について、教育長に委任する事務等に関する規則（平成３年枚方市教育委員

会規則第２号）第２条第１項第10号の規定により次のとおり教育委員会の議決を求める。 

  

 令和８年（2026年）６月30日   

 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之 

 

 

１.内容  

次ページのとおり 
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枚方市教育委員会規則第 号 

枚方市立留守家庭児童会室条例施行規則の一部を改正する規則 

枚方市立留守家庭児童会室条例施行規則（平成28年枚方市教育委員会規則第３号）の一部を次の

ように改正する。 

第３条中「第５条第１項第２号」を「第５条第２号」に改める。 

別表枚方市立禁野留守家庭児童会室の項中「50」を「150」に改める。 

附 則 

この規則は、令和８年８月25日から施行する。 

- 15 -



枚方市立留守家庭児童会室条例施行規則の一部改正関係 

主要な改正部分の新旧対照表 

新（改正後） 旧（現行） 

（入室資格） 

第３条 条例第５条第２号の規則で定める理由は、保護者及び同居の

親族その他の者のいずれもが次の各号のいずれかに該当すること

とする。 

別表（第２条関係） 

（入室資格） 

第３条 条例第５条第１項第２号の規則で定める理由は、保護者及び

同居の親族その他の者のいずれもが次の各号のいずれかに該当す

ることとする。 

別表（第２条関係） 

名称 定員 

枚方市立禁野留守家庭児童会室 150 

名称 定員 

枚方市立禁野留守家庭児童会室 50 

（参考資料） 
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請願第１号 

 

「枚方市「ICT教育」にかかわる請願書」について 

 

標題の件について、教育長に委任する事務等に関する規則（平成３年枚方市教育委員

会規則第２号）第２条第１項第11号の規定により次のとおり教育委員会の審査を求める。 

  

 令和８年（2026年）６月30日   

 

枚方市教育委員会 

教育長 谷元 紀之 

 

 

１.内容  

次ページのとおり 
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ツ
ー

ル
に
移
行
し
て
い
ま
し
た 。

し
か
し
現
在
で
は 、

政
府
が

2
0
2
3
年
に
明
確
な
政
策
転
換
を
行
い 、
「
デ
ジ
タ
ル
化
推

進」

か
ら 、
「
ア
ナ
ロ
グ
ヘ
の
回
帰」

を
進
め
て
い
ま
す 。

政
府
は
「
教
育
法
を
改
正」

し
て
「
教
科
書
は
印
刷
さ
れ
た

学
習
教
材」

と
明
確
に
定
義
し 、

生
徒
が
無
料
利
用
で
き
る
権

利
を
明
記
し
て 、

生
徒
の
教
科
ご
と
1

冊
の
実
現
へ 、

教
科
書

の
増
刷
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す 。

． 

-

―

―

 

ス
ト
ー
レ

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
に 、

首
相
が
「
ま
ず 、

ペ
ン
と
キ
ー

ボ
ー
ド 、

そ
し
て
ス
ク
リ
ー

ン

と
紙
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る 。

政
府
は
学
校
の

無
批
判
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
止
め 、

今
年
か
ら
物
理
的
な
教
科
書

に
予
算
を
割
り
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た」

と
2
0
2
3
年
に
デ

ジ
タ
ル
化
の
見
直
し
を
表
明
し 、
「
生
徒
が
十
分
な
読
み
書
き

能
力
と
計
算
能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う」

紙
の
教
科
書
に

予
算
を
充
て
て
い
ま
す 。

そ
し
て
政
府
は
今 、

10
歳
ま
で
の
5

つ
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
か
ら 、

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
削
除
を
す

す
め
て
い
ま
す 。

デ
ジ
タ
ル
教
育
先
進
諸
国
で
は、

「
読
み
書
き
計
算」

の
深
刻
な
低
下
に
直
面

今 、

多
く
の
北
欧
諸
国
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド 、

オ
ラ
ン
ダ 、

ア
メ
リ
カ
な
ど 、

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
先
進
諸
国
が
直
面
し
て

い
る
共
通
の
課
題
は 、
「
読
み
。

書
き
・

計
算
能
力 、

運
動
能

カ 、

人
間
関
係
能
力」

の
深
刻
な
低
下
で
す 。

デ
ジ
タ
ル
化
が

大
き
く
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て 、
「
書
く 、
話
す 、

体
を
動
か
す 、

人
と
交
わ
る」

こ
と
が
な
く
な
り 、

脳
の
発
達
に
も
影
響
が
及

ん
で
い
ま
す 。

さ
ら
に
重
大
な
の
は
こ
の
10
数
年
の
間
に 、

教

師
自
身
が
そ
の
教
え
る
能
力
を
失
っ
て
お
り 、

そ
れ
を
取
り
戻

す
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
で
す 。

日
本
よ
り
も
10
年
以
上
早
く 、

2
0
1
0

年
か
ら
「
一

人
一

台」

の
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
進
め 、

14
年
に

は
実
現
さ
せ 、

紙
の
教
科
書
か
ら 、

デ
ジ
タ
ル
教
材
や
学
習

小
中
学
校
に
お
け
る
ス
ク
リ
ー

ン
使
用
を
減

ら
す
た
め 、

数
年
間
に
わ
た
っ
て
物
理
的
な
教
科
書
の
増
刷
を

進
め 、

デ
ジ
タ
ル
テ
ス
ト
か
ら
紙
と
ペ
ン
に
よ
る
筆
記
試
験
へ

転
換
を
す
す
め
て
い
ま
す 。

ま
た
読
み
書
き
や
算
数
に
課
題
を

抱
え
る
生
徒
の
た
め 、

特
別
の
予
算
を
組
み 、

若
者
・

国
民
の

「
読
書
危
機」

対
策
の
た
め
書
籍
へ
の
消
費
税
2
5
％
の
撤
廃

方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す 。

2
0
2
3
年 、

オ
ル
ポ
首
相
の
政
権
プ
ロ

グ
ラ
ム
が 、
「
学
習
成
果
は
2
0
0
 6
年
以
降
低
下
傾
向
に
あ

る 。

特
に 、

基
礎
力
（
読
み
書
き
。

計
算）

の
低
下
に
は
対
策

が
必
要」

と
し
て 、

基
礎
教
育
の
最
低
時
間
数
を
週
3
時
間
増

や
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す 。

そ
し
て
デ
ジ
タ

ル
教
育
先
進
自
治
体
の
リ
ー
ヒ
マ
キ
市
が 、

中
学
校
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
を 、

紙
の
教
科
書
に
戻
し 、

ヘ
ル
シ
ン
キ
市
も
同
様
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す 。
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（参考資料） 
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